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てらこセら会曹三え
第5El公l司投1:『会内人のh患μ挑戦f一対・生え尽き勺く勺TみιうZ～』を向後はほ

μ.1 n大学鹿餓文化財資料館では、考古学や坦l磁文化財、山口大竿二構内
治跡の官調査研究成果を地域の皆総に身近に感じていただくことを目的として、

平成 13年度から公開授業を開催しており、今年度で51主1白となります。

今年度の公開授業は昨年度に引き絞き、吉開キャンパスなどから出土した

弥生士総を餓昔話し、それを参考に実際に自分で土僚をつくってみるとbウ内容

です。 今回は、小学生4人、 保護者 ・ 一般9人、 総勢 13人の皆織に参加 一金欧－；.＇·：..~

していただきました。以下で授業内容をご紹介します。 よ辱 ‘'f－・・、～

12 同 4日 ｛土） ～紘土か局主総をつくっ'C~J:う 1
午前の郁では、土器の康史や弥生土告書について、プリントやスライドをm
いて学習し、坦！i餓文化財資料館の企前展 『古績の世界～山口県の古岐を
傑る～』を見学しました。午後の翻iからはいよいよ土総づくりです。 出土品

や館員がつくった土器を見てっくりかたを学濁した後、実際に土若住をつくりま

した。受税者は粘土の扱いに？苦労しながらも大変熱心で、終了時間までに

2～3個の土総や土笛をつくりました。 いずれも古代のイメージを形にした

個性あふれる力作で、その後自然乾燃させました。

12同17（土）・ 18日（日）～土舗を縫い乞おみう1
17 ti は、館員による火起こしの説明と笑演の後、火起こしを行いました。

寒風が吹く中、休恕もとらずに企白熱心に取り組んでいました。その後、

弥生時代の土器官の燐き方として推測されている f縦（おお）い焼きJという

方法に基づき、2積類の織をつくり、午後12時30分に点火しました。

翠 18円、午後11砕から土援の取り出しを行いました。ー部事告lれた土2告が
ありましたが、大部分は，Mれることなく総き上げることができました 1

公開~祭司E終えτ
今回の公開綬楽について、受i揮おから寄せられた
アンケートには、『弥生人の生活の一緒を知ることが

できました』「土然をつくるのがおもしろかったjfとて
も楽しく来てよかったと，怒ったJなどの回答が’荷せられ、

好務をいただくことができました．

今後も思正英文化財資料館では、考古学と助議文化財

を学内外の多くの方々に分かりゃすく線しんでいただ

けるような活動を行う予定です。どうぞご期待ください’

司、‘牛 、、，

む司b’、 今竜町
土鍵をつ〈る

火起こし

土舗の取り出し

琵.奮の箇さんとでき晶がった土鵠
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稲作G)f事じ号摩川

E見主Eをさかのぼること約2千5百年前、大惨m、ら日本列島の九州北線地方に水間稲作の銭術をもった人々
が移住してきます。彼らは水関稲作とともに金属製品 ・ガラス製品の作り方や＇＊い方など綴々な魅力的な

文化をもたらしました。弥生時代の到来です。

純文時代には、絞物実質を絞t脅していたとする研究もありますが、多くは狩猟（しゅりょう イノシシやシカ
な狗ったり魚や員を捕る）や採集（さいしゅう ：木の実や食べることのできる.f,'(4却を採る）によって食物を

獲得していたと考えられています。 しかしながらこのような食物の獲得技術は、技術が向上するとともに自然

が紘渇にかつ ：乏しくなる、尽き絶えてしまう）するとし、う問題点、を含んでいます。

この!ill組に対し、水回稲作技術の到来は人々に安定した食料の生謀、確保をもたらすこととなり、水田
稲作（弥生文化）は瞬く聞に列島の広範聞に広まっていきます。

稲作GlliEi趣
編作は弥生時代に列ぬ各地に波及しますが、残念ながら発話1！剣傘により f水間J自体が発見される例

は緩めてまれなことです。しかし、我々は『水間J以外のものを発見することで稲作が行われていた従拠

を平に入れる二とができます。それは織作を行うときに用しもれた数々の f股JtJの発見です。弥生時代
の縞作では、 問を-*Jfすための郵JIJ（すき）や鍬（くわ）などの木製品提緋具類や、 1'.った稲艇を刈り取る
収機Jt、脱穀のための木製の杵｛きね）や臼（うす｝など級々な道具が必要でした。今同総介するのは、
弥生時代の代表的な収線以ーであるイJ包r＜いしぼうちょう）です。
石包丁と陪？

トの写兵は、 111日大学古旧キャンパスが所在する古Iii遺跡の本昔B2号館劇王立区から出七した石庖γです。
ここでおことわりですが、：：／1庖丁とは現在で言う f包丁Jのように使われていたわけではなく、稲穂を刈り

取るために}fl ， 、られた石製の道具のことを示します。 （，~.樋改良がなされていなかった作の都は、今と災なり

稲胞の高さや成長i速度がまちまちでした。 弥~I＇.ゴ l時代の人々は、 稲穂の実り具合を一つ一つl1tiJかめながら、

現在石｝包丁と呼ばれているこの小さな道具で収機を行っていたのです。 ｛械山成己）

銀ζll'tt曇鰻 （t,1;｝唱を通電孔
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※llぽ実物Jに

司有量碍吉出写

吉田遺跡＊翻2号館綱窓区の包書店から出土した否庖7

痛や野.を切る道具ではなく… 稲穫を刈りIiiる道具なのです！
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このョーナーでは、多岐にわたる哩磁文化財の仕事を紹介します．瑚1級文化財の仕事では士を鳴る体力も必擦です
が、 ：W！正磁さ 獄事Eさが:n，常にm喪で、般質のいる｛事業が多いので寸．今回紹介する組織文化財のお仕事はー

復 元 日べ げん〉

~元とは、 後合をしても破片がえっからなかったときに、 その箇所に4立王fを入れて完全な形にすることです。

～使用するもの～

粘土 ラパーボウル 輯銅 ドラフテ〈ンゲ
ずーヌ

T唱’一

／日δノー」
～復元の方法～

由。・3
l新聞を広げ、上告告をその上に出します。

2.石f',＇を入れる f品ifrのff,1りに汚れl!iiJjニのための、ドラフティング
テープを111；ります。 それ4主総i士で作った型にかぶせます。

3.ラパーボウルに水を入札、その中に石穏を人れます。 石’'J'.l'ni
沈み水が透き通ってきたら、上沿みの水だけ金捨てます。

4作った石ii'を土終にパレットナイフで訟ります。 土日iiより少し
厚めに塗ったら、しばらく石膏を乾かします。

5半乾きくらいになったら、石ti'を｝肥後令で削ります（士協と閉
じJ草さにします）． 石積が乾いたら完成です。

（柏木：舟能）

二九をおこしてみよコ
ライターなどがなかった時代、どうやって火を起こしていたのでしょうか。

今聞は比較的簡単に火をおこせる弓キリ発火訟で火をおこしてみました。

①用意するもの ②火キリ板を作る ③火キリ様と弓

世主

①火キリ則的版哩）＠火キリ則の陣 ＠弓状の木 ＠ひも ①仰を当てる部分と、まっすぐな木がなかったので吋状の木にひもを結び、

④火おこし開始

弓を重苦阜く，；；JI,長させ怖を自転
させます．
停の上l斗;f.:をあて仰さえます．
熱くなるので%をつ付て下さu、．

②陪線で生じた氷扮を援し込み：；：，にしました。 火キリ締に絡ませます．
ためる官官分を作ります． ひもをピンと張ります．

⑤火がつく

司掴・．

白紙をII：~＞ても婚がでるように おがくずの箱に入れて
なったら、也を吹きかけ火を 燃えだしたら成功です．
大きくします．

成功O);f,イシト
－地面に直t長火キリ板を飽くと
熱が逃げやすいので、下に
-Iiiなどを敷きましょう．
・ひもをピンと彼らないと
設問りしてしまいます．

・絡を仮に強〈押しつけて
聞紙させると早〈火がつきます．

｛平I本裕紀）
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土井ヶ浜遺跡 ・人類学ミ ュージアム
土井ヶ浜遺跡・人類学ミュージアムは、抗生時代のt.!l¥葬品。；として著名な悶
指定史跡『土井ヶ浜遺跡Jの隣接地に主主てられた、わが国で町t－・の人鎖学
専門の防物館です。

展示室では、土井ヶ自主遺跡の紛介をはじめ‘上井ヶt民弥生人の綴 ・かたち

の特徴、！日石総時代～現代に至る日本人の形質の変化、 日本人のノレーツ

についてわかりやすく展示されています。 また、約80体に＆ぶIH上人’ilの
発証書状況を忠実に両現した f七JI：ヶ浜ドーム』は圧巻です。交通の使は
必ずしもよくありませんが、入館者は年間約2万人にのぼります。今回は、

小林弘之t!J.!"f:奈良にミュージアムの展＇~についてお訴をうかがし、ました。
士鈴ヶ混濁跡・人頭雪解ミ2ージアム外国

(ft闘I)観覧者カもミ品目ジアムの展示についてどのような磁思がありますか。

小林 『やはり、人骨に閉するものが多いです．なぜ、人11が残ったのか、人骨についてもっと

知りたいなど．人什にl瑚4る係々な感知があります.J 

（質問｝ミ込ージアムの展示で)J点を鑓いているニとは何ですか。

小林『やは＇）A!i本代人制学です.-)j、近＜1,(1)鍋2暗殺備に「I＇う畳』臨調貨で、下則市県北町内

では卦時代的ll!滞納；が見っかり、遺物も教事〈出土しています．ニれらの析しく純られた調育

成果I！、 1車峨の，)2史的変遷を明らかにする上で砲事耳な資料ですので．今後、企両l昆などを泊

して制極的に問機’在日したいと暗えています.J 
土鈴ヶ；向車陣・人碩学三2ージアふ風景富

おl問い合わせ先-t::JI：・ヶ浜遺跡・人事i学ミュージアムて’は、3月4II 午後 lIIJjから、第 lI fill 
上j:1：ヶ浜シンポジウムを「特織の·~r,1::1時代J というテーマでl例俄します二会場

は ド｜期市海峡メ：:rt::.悶｜際会t臨場です。興味のある方は是非ご移加ください 1
(III剤師＇（,j)

土JI：ヶ訴追跡人胃1学ミ＂ージアム
干759-6121

Fl間，H豊北町.k't:-伸Ill~.891 8 
Tel 0837－蹄ー時制

toosヰ枇 波紋え-ftN:t資料銘・の後毒事

工場初圃員宿宙で申立書調車

I 1月 11/5 （土｝

10局 I0/21（金）・ 24 （月）・26(,!() 

I.学綿届韓日111合（山IJ）.；学工学制111'／内遺跡）で立会ii1'l'l'を五擁．

10/25 （火｝

古Ill構内教1:1総合研究センター｛古刊遺跡｝で立会品目査を:Ji鹿．

第21悶企両成r古）Jtの11t界～山口婦の宵）Jtをt量る～』
オープン．｛※IJllf瞳岬11111：平成同年2Jj 24日まで）

1ν14 （舟）

工学綿臓J..lf.-i舎で雌認．削慌を"J;施． ，廃21固定萄画才一プン

MS回公開鰻穣
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＊刈J.,＇＂え学均成えィ t財賛料棺i41意

』，.3手
『-r.；こや珂え』2006 % 

IZ月 12/l（月｝

?il I l!!l学術情報機耐用雌文化財特別展

fあしむとの追跡シり｝ズ1占代の吉田遺跡J,; －プン．
(h片山口大学総合悶世館側飾即IIKJ：平成18年3月初日まで）

12/4（日） 17（士）・ 18（日）

第5国公IJH綬iflr古代人の知恵に挑戦’ー’ijfr,生1・：llilをつくってみよう2』
を開催.at 13,r,の交S持者が参加．

。 王品集 ・4号It
山 IJ大学問1純文化財資料館

干753-8511 山口県11-1口市宙開 1677-l
Tel/Fax 083-933-5035 

E-mail yu酬 @y酬柑uch，－υ制 .jp 
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